ソーシャルスキルトレーニング　ガ　ショウガクセイ　ノ　タイジン　カンケイ　スキル　ニ　オヨボス　エイキョウ　ニ　ツイテ by 待鳥, 美奈 & 佐賀大学大学院学校教育学研究科・学生



















































































しい頼み方」「友達を励ます」の 5 つでのスキルを取り上げて，全 10 回(45 分授業)のソーシャルスキ
ルトレーニングを行っている。 















A 市内の公立 B 小学校に通う 4 年生 1 クラス 25 名(男子 14 名，女子 11 名)に実施した。B 小学校は


















成した。（表 1 参照） 









表 1 本プログラムの内容 


































第 2 時では，学級の児童の実態から第 1 時の 5 つの感情より「怒り」を取り上げ，イライラしたと
きの自分の体の変化に気付き，その解消方法を考え実際にやってみることを通して，感情のコントロ
ールの方法について考える。 














自分自身にどの程度当てはまるのかを，「1 まったくない」「2 少しある」「3 かなりある」「4 非常にあ




していきたいかの 3 項目について「1 思わない」，「2 あまり思わない」，「3 少し思う」，「4 思う」の 4
件法で評定を行った。また，授業に対する全体の感想を自由記述で記述させた。 




覚えているか，②私メッセージについて覚えているか，の 2 項目について「1 よく覚えている」「2 少


















項目 1 思わない 
2 あまり 
思わない 
3 少し思う 4 思う 
楽しかった 1 名(4％) 0 名(0％) 3 名(12％) 21 名(84％) 
理解できたか 0 名(0％) 1 名(4％) 7 名(28％) 17 名(68％) 
これから活かしていきたいか 0 名(0％) 3 名(12％) 6 名(24％) 16 名(64％) 
 
表３ 授業２回目のアンケート結果 
項目 1 思わない 
2 あまり 
思わない 
3 少し思う 4 思う 
楽しかった 0 名(0％) 3 名(12％) 8 名(32％) 14 名(56％) 
理解できたか 0 名(0％) 3 名(12％) 6 名(24％) 16 名(64％) 
これから活かしていきたいか 0 名(0％) 0 名(0％) 9 名(36％) 16 名(64％) 
 
表４ 授業３回目のアンケート結果 
項目 1 思わない 
2 あまり 
思わない 
3 少し思う 4 思う 
楽しかった 0 名(0％) 1 名(4％) 1 名(4％) 23 名(92％) 
理解できたか 0 名(0％) 1 名(4％) 5 名(20％) 19 名(76％) 















実践への意欲 ・これからも先生のじゅぎょうを次にいかそうと思います。 2(7％) 
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①学級の雰囲気 3.18(0.45) 3.16(0.54) 0.18 n.s 
②友達の関係 3.33(0.59) 3.38(0.46) 0.50  n.s 
③自己存在感 3.34(0.53) 3.32(0.55) 0.27  n.s 
ストレス反応 
   
①怒り 1.80(0.53) 1.89(0.75) 0.88  n.s 




授業から約 2 か月後の 9 月中旬に効果の持続性を検証するためにアンケートを実施した。その結果

















2 少し覚えている 3 よく覚えている 
深呼吸や魔法の呪文 3 名(12％) 8 名(32％) 14 名(56％) 






2 少し使っている 3 よく使っている 
深呼吸 1 名(4％) 14 名(56％) 10 名(40％) 
魔法の呪文 12 名(48％) 10 名(40％) 3 名(12％) 

























肯定的反応 ・ホッとする。 ・落ち着いた気持ち。 ・スッキリした。 20(87％) 
実際の活用 ・スッキリして（カッとした時も）手や足が出なかった。 2(9％) 


















肯定的反応 ・とてもさわやか。 ・すっきり。 7(54％) 
























授業を楽しかったと感じている児童は「少し思う」「思う」をあわせて，1 回目 96％，2 回目 88％，
3 回目 96％となっており約 9 割の児童が楽しく授業を受けていたことが分かる。これは，児童たちが
ソーシャルスキルの授業を受けることが初めてであったこと，また普段と授業者が違う事などを考え
ると授業自体への児童たちの興味・関心が高かったためだと考えられる。 





授業内容を活かしていきたいかどうかは「少し思う」「思う」をあわせて 1 回目 88％，2 回目，100％，





































































































































また，山本・幸(2015)は次のように述べている。学級活動の時間は，年間 35 単位時間(1 年生は 34
単位時間)設けられており，いずれの学年においても取り扱う〔共通事項〕として，「学級や学校の生
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